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日本経済日本経済

水産・食品業界水産・食品業界

円安 ⇒原材料価格の上昇

景気回復に伴う人材不足への懸念

消費者の節約志向

マルハニチログループマルハニチログループ

中期４ヵ年経営計画「Challenge toward 2017」の２年目

事業基盤の回復

1．事業環境
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⇒企業収益や雇用情勢の改善

⇒景気は緩やかな回復基調
政府による経済政策の効果

⇒完全養殖マグロ事業の拡大

⇒ロングライフチルド事業への進出
成長路線の遂行



2．連結損益計算書
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(単位：億円)

15年9月期 14年9月期 増減 年間計画 進捗率

売上高 4,336 4,166 170 9,000 48%

売上原価 3,776 3,622 153

売上総利益 561 544 17

販売費・一般管理費 492 479 13

営業利益 69 65 4 155 45%

営業外収益 24 28 △ 4

営業外費用 16 25 △ 9

経常利益 77 68 8 145 53%

特別利益 20 3 17

特別損失 8 2 6

税金等調整前四半期純利益 89 69 20

法人税等 31 △ 3 34

非支配株主に帰属する四半期純利益 11 12 △ 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 47 60 △ 13 70 67%



3-1．トピックス（クロマグロ養殖）
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人工種苗の投入
２００６年に取組み再開
２０１５年商業出荷開始
２０１６年本格出荷

人工孵化後の歩留上昇
増産に合わせ、人工種苗専用

養殖場を大分県に設置

２０２０年
グループトータル ４，３００ｔ へ

（天然種苗＋人工種苗）

・・・クロマグロ養殖場

人工種苗専用養殖場



3-2．トピックス（豪州漁業会社生産補強）
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メロ増枠 ⇒ 老朽船に代船取得

豪州EEZ (単位：トン）
メロ漁獲枠 2014年 2015年
Heard Is. & McDonald Is. 2,730 4,410
Macquarie Is. 410 410

Total 3,140 4,820



3-3．トピックス（石巻新工場着工）
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＜新工場概要＞
所在地 ：宮城県石巻市 須江地区産業用地
敷地面積 ： 50,013㎡（15,155坪）
建物面積 ： 8,862㎡（ 2,685坪）
延床面積 ： 11,230㎡（ 3,403坪）
構造規模 ： 鉄骨・地上二階（一部）
生産品目： 調理冷凍食品
投資額： ５７億円
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＜ 商品特徴 ＞

• 業界初となる機能性表示食品のフィッシュソーセージ

• ２本（80ｇ）あたりDHAが900ｍｇ、EPA160ｍｇ入ってお
り中性脂肪が気になる消費者の健康をサポート

魚由来の健康栄養素を基軸に
毎日おいしく消費者の健康をサポートする
商品の開発に引き続き注力！！

機能性表示食品とは：

事業者の責任において、科学的根拠に基づいた機能性を表示した
食品です。販売前に安全性および機能性の根拠に関する情報など
が消費者庁長官に届け出られたものです。

11月2日発売

発売予定

3-4．トピックス（機能性表示食品）



4. 海外売上高

15/9
264億円

前年比
125.7％

2015年9月期
海外売上合計 ７０９億円

前年比 １１８．６％
連結売上高比 １６．４％
（前年実績 ５９８億円）

（連結売上高比 １４．３％）

15/9
270億円

前年比
114.4％

15/9
175億円

前年比
115.1％

14/9
152億円

欧州
北米

14/9
210億円

アジア他

14/9
236億円
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5. 年間計画
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(単位：億円）

年間計画

売 上 高 ９，０００

営 業 利 益 １５５

経 常 利 益 １４５

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 ７０



当資料に記載されております計画や見通し、戦略など歴史的事実でないも

のは将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点で入手できる情報

から得られた判断に基づいております。実際の業績は様々な重要要素によ

り、これらの見通しとは異なる結果をもたらしうることをご承知おきくだ

さい。また、本資料は著作権やその他本書類にかかる一切の権利はマルハ

ニチロ株式会社に属します
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